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明 細 書

発明の名称 ：表示装置および電子機器

技術分野

[0001 ] 本発明は、表示装置の表示動作に用いるタイミング信号に関するものであ

る。

背景技術

[0002] 各画素にメモ リ回路 （以下、画素メモ リと称する）を備え、当該画素メモ

リに画像データを記憶 させることによって、外部か ら画像データを供給 し続

けることな く静止画像 を低消費電力で表示することができる表示装置が知 ら

れている （例えば特許文献 1 ) 。消費電力の削減内訳には、一度画像データ

を書 き込んだ後は、画素に画像データを供給するためのデータ信号線 を充放

電する必要がな くなるので、その充放電に伴 う消費電力の削減分 と、一度画

像データを書 き込んだ後は、パネル外部か らパネル内の ドライバに画像デ一

タを伝送する必要がないので、その伝送に伴 う消費電力の削減分 とが含 まれ

る。

[0003] 画素メモ リと しては S R A M型のものや D R A M型のものが開発されてい

る。 この表示装置では画素電圧がデジタルであるので、 クロス トークが起 こ

りに くく、表示品位 にも優れている。

[0004] 図 2 5 は、特許文献 1 に記載 された表示装置の構成 を模式的に示す図であ

り、図 2 6 は、 この表示装置に入力される信号の波形 を示すタイミングチヤ

- 卜である。

[0005] この表示装置では、画像データ D R、 D G、 D B が、シ リアルデータS I

に含め られてシ リアル伝送によって表示 ドライバに供給 される。シ リアルデ

—タミ I には、 コモン電極の電圧 （V c o m ) の極性 を指示する第 1 フラグ

D 1 が付加されてお り、表示 ドライバは、シ リアル クロックS C L K のタイ

ミングを用いて、シ リアルデータS I か ら第 1 フラグD 1 を取 り出 して、シ

リアルデータS I に基づいた表示を行 う。 また、取 り出 した第 1 フラグD 1



に従 った極性のコモン電極の電圧 （V c o m ) を供給する。

[0006] この構成によれば、 コモン反転の極性を指示するための回路が必要ないた

め、 コモン反転用のタイミング信号を小さな回路規模で生成することができ

る。

先行技術文献

特許文献

[0007] 特許文献 1 ：国際公開特許公報 「W 0 2 0 0 9 / 1 2 8 2 8 0 号公報 （2 0 0

9 年 1 0 月 2 2 曰公開）」

発明の概要

発明が解決 しょうとする課題

[0008] しか しなが ら、上記特許文献 1 の構成では、図 2 7 に示すように、 コモン

反転の周期に合わせて、 C P U か らコモン反転の指示を継続 して行 う必要が

ある。そのため、画像データを供給 し続けることな く静止画像を表示する場

合でも、 C P U を定期的に起動 して信号を供給する必要があ り、消費電力が

増大するという問題がある。

[0009] そこで、 この問題を解決するために、例えば、図 2 8 に示すように、 コモ

ン反転の指示を、発振回路の出力を用いて行 う構成が考えられる。

[001 0] しか しなが ら、 この構成では、図 2 9 に示すように、 コモン反転のタイミ

ングが表示パネルへの画像デ一タ書 き込み期間と重なつた場合に、 コモン反

転に伴 う電源 ノィズの影響により誤動作が発生する可能性がある。

[001 1] 本発明は、上記の問題点に鑑みなされたものであ り、その目的は、消費電

力を増大させることな く誤動作を防止 してコモン反転駆動を行 うことのでき

る表示装置およびそれを備えた電子機器を実現することにある。

課題を解決するための手段

[001 2] 本発明の表示装置は、上記課題を解決するために、

画像データがシ リアルデータに含め られてシ リアル伝送によって表示 ドラ

ィバに供給されるァクテ ィプマ 卜リクス型の表示装置であって、



上記表示 ドライバは、上記シリアルデータに基づいた表示を行うとともに

、上記シリアル伝送に用いられる配線とは異なる配線によって伝送される一

定周期のタイミング信号と、コモン電極の電圧の極性を反転することを禁止

または許可する期間を示す少なくとも 1 つの反転タイミング信号と、に基づ

いて決定された極性のコモン電極の電圧を供給すると共に、

上記一定周期のタイミング信号と上記反転タイミング信号とに基づいて、

上記コモン電極の電圧の極性の反転タイミングを制御することを特徴とする

発明の効果

[001 3] 以上のように、本発明の表示装置では、上記表示 ドライバは、上記シリア

ルデータに基づいた表示を行うとともに、上記シリアル伝送に用いられる配

線とは異なる配線によって伝送される一定周期のタイミング信号と、コモン

電極の電圧の極性を反転することを禁止または許可する期間を示す少なくと

も 1 つの反転タイミング信号と、に基づいて決定された極性のコモン電極の

電圧を供給すると共に、上記一定周期のタイミング信号と上記反転タイミン

グ信号とに基づいて、上記コモン電極の電圧の極性の反転タイミングを制御

する。これにより、消費電力を増大させることなく誤動作を防止 してコモン

反転駆動を行うことのできる表示装置およびそれを備えた電子機器を実現す

ることができる。

図面の簡単な説明

[0014] [ 図1]本実施の形態に係る液晶表示装置の主要部の接続関係を示すプロック図

である。

[ 図2] データ更新モ一 ドにおけるシリアル伝送の各信号の波形を示すタイミン

グチヤー 卜である。

[ 図3]本実施の形態に係る液晶表示装置の全体構成を示すプロック図である。

[ 図4] 図 3 のアクティブエリアに配置された各画素 P I X の構成を示すプロッ

ク図である。

[ 図5]各画素 P I X の構成を示す回路図である。



[ 図 6 ] V c o m ドライバの出力波形 を示すタイミングチヤ一 卜である。

[ 図7 ] シ リアル —パ ラ レル変換部の構成 を示す回路図である。

[ 図8 ] E N D — B I T 保持部の構成 を示す回路図である。

[ 図 9 ] ソー ス スター 卜パ ル ス生成部の構成 を示す回路図である。

[ 図 10 ] ゲ一 卜ドライバ制御信号生成部の構成 を示す回路図である。

[ 図 11] V c o m ドライバの構成 を示す回路図である。

[ 図 12 ] シ リアル —パ ラ レル変換部の信号波形 を示すタイミングチヤ一 卜であ

る。

[ 図 13 ] ゲ一 卜ドライバ制御信号生成部の信号波形 を示すタイミングチヤ一 卜

である。

[ 図 14] 実施例 1 に係 るコモン極性制御信号生成部の構成 を示す回路図である

[ 図 15 ] コモン極性制御信号生成部 に入出力される信号のタイミングチヤ一 卜

である。

[ 図 16 ] D フ リップフ口ップの構成 を示す回路図である。

[ 図 17 ] ラッチ回路の構成 を示す回路図である。

[ 図 18 ] V c o m ドライバの出力波形 を示すタイミングチヤ一 卜である。

[ 図 19 ] V c o m ドライバの出力波形 を示すタイミングチヤ一 卜である。

[ 図20] 実施例 2 に係 るコモン極性制御部の構成 を示す回路図である。

[ 図2 1 ] 図 2 0 のコモン極性制御部 に入出力される信号のタイミングチヤ一 卜

である。

[ 図22] 実施例 3 に係 るコモン極性制御部の構成 を示す回路図である。

[ 図23] 図 2 2 のコモン極性制御部 に入出力される信号のタイミングチヤ一 卜

である。

[ 図24] 発振回路 を表示パネルの内部 に設 けた場合の液晶表示装置の構成 を模

式的に示す図である。

[ 図25] 従来の表示装置の構成 を模式的に示す図である。

[ 図26] 図 2 5 の表示装置 に入力される信号の波形 を示すタイミングチヤ一 卜



で あ る。

[ 図 27] 図 2 5 の 表 示 装 置 に お け る V c o m ドラ イバ の 出 力 波 形 を示 す タ イ ミ

ン グチ ヤ一 卜で あ る。

[ 図 28] 従 来 の表 示 装 置 の他 の構 成 を模 式 的 に示 す 図 で あ る。

[ 図 29] 図 2 8 の 表 示 装 置 に お け る V c o m ドラ イバ の 出 力 波 形 を示 す タ イ ミ

ン グチ ヤ一 卜で あ る。

発 明 を実施 す るための形態

[001 5 ] 本 発 明 の 一 実 施 の形 態 に つ い て 図 面 に基 づ い て 説 明 す る と以 下 の 通 りで あ

る。

[001 6 ] 図 3 に、 本 実 施 の形 態 に係 る液 晶 表 示 装 置 （表 示 装 置 ） 2 1 の 全 体 構 成 を

示 す。

[001 7 ] 液 晶 表 示 装 置 2 1 は、 例 え ば、 携 帯 電 話 、 G P S 機 能 付 き時 計 、 電 子 レン

ジ等 の 電 子機 器 に搭 載 され て い るデ ィス プ レイ デ バ イ ス で あ り、 表 示 パ ネル

2 1 a お よび フ レキ シ ブル プ リン ト基 板 （F P C ) 2 1 b を備 え て い る。 表

示 パ ネル 2 1 a は、 各 種 回路 が モ ノ リシ ッ ク に作 り込 まれ た も の で あ り、 フ

レキ シ プル プ リン ト基 板 2 1 b は、 ア プ リケ ー シ ョン プ ロセ ッサ な どの C P

U d に制 御 され る 3 線 の シ リアル イ ン タ フ ェー スバ ス （I/F BUS) を通 し

た シ リアル 伝 送 に よ って、 シ リアル デ ー タ S し シ リアル チ ッ プセ レク ト信

号 S C S 、 お よび 、 シ リアル ク ロ ッ ク S C L K を受 け、 これ らを F P C 端 子

c を通 して表 示 パ ネル 2 a に供 給 す る。 シ リアル 伝 送 は マ イ ク ロ コ ン

卜ロー ラ な ど他 の制 御 手 段 に よ って制 御 され て も よ い。 また、 フ レキ シ ブル

プ リン ト基 板 2 1 b は、 外 部 か ら供 給 され る 5 V の 電 源 V D D 、 お よび 、 0

V の 電 源 V S S を、 F P C 端 子 2 1 c を通 して表 示 パ ネル 2 1 a に供 給 す る

。 さ らに、 フ レキ シ ブル プ リン ト基 板 2 1 b は、 発 振 回路 2 1 e か ら出 力 さ

れ る信 号 （発 振 回路 出 力 信 号 O C O U T ) を、 F P C 端 子 2 1 c を通 して表

示 パ ネル 2 a に供 給 す る。 な お、 発 振 回路 2 e は、 表 示 パ ネル 2 a の

内部 に設 け られ て い て も 良 い。

[001 8 ] 表 示 パ ネル 2 a は、 ア クテ ィ ブエ リア 2 2 、 バ イ ナ リ ドラ イ ノく （デ ー タ



信号線 ドライバ） 2 3 、 ゲ一 卜ドライバ （走査信号線 ドライバ） 2 4 、 タイ

ミングジェネ レータ 2 5 、 および、 V c o m ドライバ 2 6 を備 えている。 ノく

イナ リ ドライバ 2 3 、 ゲ一 卜ドライバ 2 4 、 タイ ミングジェネ レータ 2 5 、

および、 V c o m ドライバ 2 6 は表示 ドライバ を構成 している。

[001 9] ア クテ ィブエ リア 2 2 は、 R G B の画素が、例 えば 9 6 X R G B X 6 0 の

マ 卜リクス状 に配置 された領域 であ り、各画素 は画素 メモ リを備 えている。

バ イナ リ ドライバ 2 3 は、画像データをソースライ ンを通 してアクテ ィブェ

リア 2 2 に供給 する回路 であ り、 シフ 卜レジスタ 2 3 a およびデータラ ッチ

2 3 b を備 えている。 ゲ一 卜ドライバ 2 4 は、 アクテ ィブエ リア 2 2 の画像

データを供給 すべ き画素のゲ一 トライ ンを選択する。 タイ ミングジエネ レー

タ 2 5 は、 フ レキシブル プ リン ト基板 2 1 b か ら供給 され る信号 を基 に、 ノく

イナ リ ドラ イ ノく 2 3 、 ゲ一 卜ドライバ 2 4 、 および、 ソ 〇 0 ドラィバ 2 6

に供給 する信号 を生成 する。

[0020] 図 4 は、 アクテ ィブエ リア 2 2 に配置 された各画素 P I X の構成 を示す プ

ロック図であ り、 図 5 は、各画素 P I X の構成 を示す回路 図である。

[0021 ] 画素 P I X は、液晶容量 C L 、画素 メモ リ3 0 、 アナ ログスィ ッチ 3 1 、

液晶駆動電圧印加回路 3 7 を備 えている。 さ らに、画素 メモ リ3 0 はアナ 口

グスィ ツチ 3 2 およびィ ンバ一タ 3 5 3 6 を備 え、液晶駆動電圧印加回路

3 7 はアナ ログスィ ツチ 3 3 3 4 を備 えている。

[0022] 液 晶容量 C L は、画素電極 電圧 出力 0 U T とコモ ン電極 の電圧であるコモ

ン出力 V c o m との間に、 ここでは高分子分散型液晶 （P D L C ： Po Lymer D

i spersed L i qu i d Crysta l ) や、 高分子ネ ッ 卜ワー ク型液晶 （P N L C ： Po Ly

e Network L i qu i d Crysta l ) な どの光分散型液晶 を用いて構成 されている

。 なお、光分散型液晶以外の液晶材料 を用いることも可能である。 アナ ログ

スィ ッチ 3 ~ 3 4 およびィ ンバ一タ 3 5 3 6 は C M O S 回路 で構成 され

ている。

[0023] アナ ログスィ ッチ 3 1 は、 ソースライ ン出力 S L と画素 メモ リ3 0 との間

に揷入 されてお り、 その P M O S トラ ンジスタ 3 1 a のゲ一 卜はゲ一 トライ



ン反転出力G L B に接続されているとともに、 N M O S トランジスタ3 b

のゲ一 卜はゲ一 トライン出力G L に接続されている。画素メモリ3 0 におい

て、アナログスィッチ 3 2 は、インバ一タ3 5 の入力とインバ一タ3 6 の出

力との間に挿入されており、その P M O S トランジスタ3 2 a のゲ一 卜はゲ

— トライン出力G L に接続されているとともに、 N M O S トランジスタ3 2

b のゲ一 卜はゲ一 トライン反転出力G L B に接続されている。ィンバ一タ3

5 の入力はアナログスィッチ 3 のソースライン出力S L 側とは反対側の接

続端子に接続されている。ィンバ一タ3 5 の出力はィンバ一タ3 6 の入力に

接続されている。インバ一タ3 5 3 6 は、電源 V D D をH i g h 側電源に

用い、電源 V S S を L o w 側電源に用いている。

[0024] アナログスィッチ 3 3 は、黒極性用出力V A と画素電極電圧出力O U T と

の間に挿入されており、その P M O S トランジスタ3 3 a のゲ一 卜はィンバ

—タ3 5 の出力に接続されているとともに、 N M O S トランジスタ3 3 b の

ゲ一 卜はィンバ一タ3 5 の入力に接続されている。アナログスィツチ 3 4 は

、白極性用出力V B と画素電極電圧出力O U T との間に挿入されており、そ

の P M O S トランジスタ3 4 a のゲ一 卜はィンバ一タ3 5 の入力に接続され

ているとともに、 N M O S トランジスタ3 4 b のゲ一 卜はィンバ一タ3 5 の

出力に接続されている。

[0025] 上記のコモン出力V c o m、黒極性用出力V A 、および、白極性用出力V

B の波形を図 6 に示す。これらの信号はV c o m ドライバ 2 6 によって生成

される。コモン出力V c o mは、 1 フ レーム ごとに正極性と負極性とが切 り

替わる 5 V p _ p のパルス波形をなす。極性の切 り替わり周期は、この他に

も所定水平期間ごとなど、任意に設定が可能である。黒極性用出力V A は、

コモン出力V c o mに対 して位相が反転 した 5 V _ p のパルス波形をなす

。白極性用出力V B ( ノ一マ リ一ホワイ トの場合）は、 コモン出力V c o m

と同相の 5 V p - p のパルス波形をなす。

[0026] 図 5 において、バイナリドライバ 2 3 からソースライン出力S L としてH

i g h レベル （5 V ) が出力された場合には、 H i g h レベル （5 V ) のゲ



— トライン出力 G L および L o w レベル （O V ) のゲ一 トライン反転出力 G

L B によって選択される画素 P I X のアナログスィッチ 3 が導通すること

により、 アナログスィツチ 3 3 が導通するとともにアナログスィツチ 3 4 が

遮断される。従 って、画素電極電圧出力 O U T には黒極性用出力 V A が出力

される。液晶容量 C L には黒極性用出力 V A とコモン出力 V c o m との差の

電圧 と して 5 V が印加され、画素 P I X は黒表示状態 となる。

[0027] 次いで、ゲ一 トライ ン出力 G L が L o w レベ ル （0 V ) 、ゲ一 トライ ン反

転出力 G L B が H i g h レベル （5 V ) になると、 アナログスィツチ 3 1 が

遮断されるとともにアナログスィツチ 3 2 が導通するので、画素メモ リ3 0

に H ί g h レベルが記憶 される。 この記憶データは、同 じ画素 P I X が次に

選択されてアナログスィッチ 3 が導通するまで保持される。

[0028] —方、図 5 において、バイナ リ ドライバ 2 3 か らソースライン出力 S L と

して L o w レベル （0 V ) が出力された場合には、 H i g h レベル （5 V )

のゲ一 トライン出力 G L および L o w レベル （0 V ) のゲ一 トライン反転出

力 G L B によって選択される画素 P I X のアナログスィツチ 3 が導通する

ことにより、 アナログスィツチ 3 3 が遮断されるとともにアナログスィツチ

3 4 が導通する。従 って、画素電極電圧出力 O U T には白極性用出力 V B が

出力される。液晶容量 C L には白極性用出力 V B とコモン出力 V c o m との

差の電圧 と して 0 V が印加され、画素 P I X は白表示状態 となる。

[0029] 次いで、ゲ一 トライ ン出力 G L が L o w レベ ル （0 V ) 、ゲ一 トライ ン反

転出力 G L B が H i g h レベル （5 V ) になると、 アナログスィツチ 3 1 が

遮断されるとともにアナログスィツチ 3 2 が導通するので、画素メモ リ3 0

に L o w レベルが記憶 される。 この記憶データは、同 じ画素 P I X が次に選

択されてアナログスィッチ 3 が導通するまで保持される。

[0030] 次 に、図 1 に、 タイミングジェネ レータ 2 5 と、バイナ リ ドライバ 2 3 、

ゲ一 卜ドライバ 2 4 、および、 V c o m ドライバ 2 6 との間の接続関係 を示

す。

[0031 ] タイミングジェネ レータ 2 5 は、シ リアル 一パラ レル変換部 2 5 a 、 ソ一



ススタ一 卜パルス生成部 2 5 b 、 E N D _ B I T 保持部 2 5 c 、ゲ一 卜ドラ

ィバ制御信号生成部 2 5 d 、および、コモン極性制御信号生成部 2 5 e を備

えている。

[0032] タイミングジェネレータ2 5 は、パネル外部から入力されるシリアルデ一

タミ し シリアルクロックS C L K、および、シリアルチップセレク 卜信号

S C S から、モー ド信号M O D Ε 、全クリア信号A C L 、ソースクロック （

データ信号線 ドライバのシフ 卜レジスタを動作させるクロック信号としての

タイミング信号）S C K ' S C K B、ソーススター トパルス （水平期間のタ

イミング信号）S S P、ゲ一 卜クロック （ゲ一 卜信号線 ドライバのシフ トレ

ジス夕に入力するタイミング信号）G C K 1 B ' G C K 2 B、ゲ一 卜スター

卜パルスG S P、ゲ一 卜イネ一プル信号 （ゲ一 卜信号線 ドライバのG L ライ

ン選択期間を制御するタイミング信号）G E N、および、イニシャル信号 I

N I を生成する。また、タイミングジェネレータ2 5 は、発振回路 2 1 e か

ら出力された発振回路出力信号O C O U T 、および、シリアルチップセレク

卜信号 S C S に基づいて、コモン極性制御信号V C 0 M R を生成する。

[0033] タイミングジェネレータ2 5 からバイナリドライバ 2 3 へは、ソーススタ

— 卜パルスS S P、ソースクロックS C K、 S C K B、および、イニシャル

信号 I N I が供給され、タイミングジェネレータ2 5 からゲ一 卜ドライバ 2

4 へは、ゲ一 卜クロックG C K 1 B G C K 2 B、ゲ一 卜スター 卜パルスG

S P、ゲ一 卜イネ一プル信号G E N、および、イニシャル信号 I N I が供給

され、タイミングジェネレータ2 5 からV c o m ドライバ 2 6 へは、コモン

極性制御信号V C O M Rが供給される。なお、ソースクロックS C K S C

K B は、後述するように 1水平期間ごとのソーススター 卜パルスS S P を生

成するのに用いられており、バイナリドライバ 2 3 のシフ 卜レジスタ2 3 a

を動作させるクロック信号である。

[0034] シリアル—パラレル変換部 2 5 a には、フレキシブルプリン ト基板 2 1 b

からシリアルデータS し シリアルクロックS C L K、および、シリアルチ

ップセレク ト信号 S C S が入力される。前述 したように、シリアルインタフ



エースバスI/F BUSは3 線式であるので、シリアルデータS し シリアルクロ

ックS C L K、および、シリアルチップセレク ト信号 S C S は互いに異なる

配線によって伝送される。これらの信号を図 2 に示す。

[0035] シリアルデータS I は、 2 値からなるR G B のデジタル画像データがシリ

アルに配列されたものに、 1 フレームごとに先頭に設けられたモー ド選択期

間にフラグD 2 およびダミーデータH D M Y N D M Y が付加された信号で

ある。これらのダミーデータは、 N D M Y がH i g h でもL o w でもどちら

でもよいが、 H D M Y は必ずH i g h 固定である必要がある。

[0036] 画像データは、図 2 のような、画素メモリ3 0 に画像データを書き込むデ

—タ更新モ一 ドにおいては、 1水平表示期間分のR G Bデータが時系列に配

列されたものが、水平表示期間順に配列されている。また、隣接する水平表

示期間どうしの間の水平帰線期間には、ダミーデータd R 1 d G d B

が配置されるとともに、先頭の水平表示期間のH D M Y N D M Y D

2 に相当する期間に3 つのダミーデータD M Y D M Y D M Y が配置され

ている。これらのダミーデータはH i g h でもL o w でもよい。

[0037] フラグD 2 は全クリアフラグであり、 H ί g h の場合にはそのフレームに

おいて全ての画素 P I X に白表示データを書き込むことをタイミングジエネ

レ一タ2 5 に指示 し、 L o w の場合にはそのフレームにおいて全ての画素 P

I X に、供給する画像データを書き込むことを指示する。これによつて、フ

ラグD 2 は、 H i g h の場合に、全ての画素 P I X の表示を初期化する指示

を行う。フラグD 2 は通常は L o w である。

[0038] シリアルクロックS C L K は、シリアルデータS I のフラグを含めた各デ

—タを取り出すための同期用クロックである。このシリアルクロックS C L

K の立ち上がりタイミングおよび立ち下がりタイミングの一例を挙げると、

以下の通りである。シリアルクロックS C L K の立ち上がりタイミングは、

ダミーデータH D M Y およびフラグD 2 に対 しては各ダミーデータおよびフ

ラグの伝送開始タィミングから時間 t s S C L K だけ経過 した時点であり、

画像データR G B に対 しては各画像データの伝送開始タイミングから時



間 t w S C L K L だけ経過 した時点である。 t s S C L K = t w S C L K L

であって、シ リアル クロックS C L K の L o w 期間に等 しい。 また、シ リア

ル クロックS C L K の立ち下が りタイミングは、 ダミーデータ H D M Y およ

びフラグ D 2 に対 してはシ リアル クロックS C L K の立ち上が りタイミング

か ら時間 t h S C L K だけ経過 した時点であってダミーデータおよびフラグ

の伝送終 了タイミング （すなわち次のフラグまたはデ一夕への切 り替わ りタ

イミング）であ り、画像データ R G Β に対 してはシ リアル クロックS C

L Κ の立ち上が りタィミングか ら時間 t w S C L Κ Η だけ経過 した時点であ

つて各画像デ一タの伝送終 了タイミング （すなわち次のフラグまたはデータ

への切 り替わ りタイミング）である。 t h S C L K = t w S C L K H であつ

て、シ リアル クロックS C L K の H i g h 期間に等 しい。 ここではシ リアル

クロックS C L K のデューテ ィは 5 0 % である。

[0039] シ リアルチ ップセ レク ト信号 S C S は、 C P U か らシ リアルインタフエ一

スバスI/F BUSを通 してタイミングジェネ レータ 2 5 にシ リアルデータ S I お

よびシ リアル クロックS C L K を伝送するときに期間 t w S C S H だけ H i

g h となる信号である。シ リアルデータ S I およびシ リアル クロックS C L

K を伝送するフレームについての、シ リアルデータ S I の伝送開始タイミン

グょりも時間 t s S C S だけ前 に H i g h とな り、シ リアルデータ S I の伝

送終 了タイミングょりも時間 t h S C S だけ後 に L o w となる。

[0040] 図 2 のデータ更新モ一 ドで画素メモ リ3 0 に書 き込 まれた画像データは、

次にデータ更新するまでの間、保持され続 ける。

[0041 ] シ リアル 一パラ レル変換部 2 5 a は、 このように して入力されるシ リアル

データ S し シ リアル クロックS C L K 、 および、シ リアルチ ップセ レク ト

信号 S C S か ら、 フラグ D 2 、 ダミーデータ H D M Y のそれぞれ と、 R のデ

—タ D R、 G のデータ D G、および、 B のデータ D B とを抽出する。 ダミー

データ H D M Y はモ一 ド信号 M O D E と して、 フラグ D 2 は全 ク リァ信号 A

C L と して、それぞれ他の回路での信号生成動作に用い られる。 また、デ一

タ D R D G D B はバイナ リ ドライバ 2 3 のデータラッチ 2 3 b に供給 さ



れる。

[0042] また、シリアル—パラレル変換部 2 5 a は、シリアルデータS し シリア

ルクロックS C L K、および、シリアルチップセレク ト信号 S C S から、ソ

—スクロックS C K S C K B およびイニシャル信号 I N I を生成する。ソ

—スクロックS C K S C K B はバイナリドライバ 2 3 に供給され、ィニシ

ャル信号 I N I は他の回路での信号生成動作に用いられる。

[0043] ソーススター トパルス生成部 2 5 b は、シリアル—パラレル変換部 2 5 b

から入力されるモ一 ド信号M O D E およびソースクロックS C K S C K B

から第 1水平表示期間のソーススター 卜パルスS S P を生成 してバイナリド

ライバ 2 3 のシフ 卜レジスタ2 3 a に供給する。この第 1水平表示期間のソ

—ススター 卜パルスS S P は、モ一 ド信号M O D E のH i g h への立ち上が

りタイミングを用いて生成することができ、第 2 水平表示期間以降の水平表

示期間については、後述するE N D —B I T 保持部 2 5 c が生成 した第 2 ェ

ン ドビッ卜E N D —B I T 2 を用いて生成することができる。

[0044] E N D —B I T 保持部 2 5 c は、バイナリドライバ 2 3 のシフ トレジスタ

2 3 a の最終段の出力から、第 1 エン ドビットE N D —B I T 1 および第 2

エン ドビッ卜E N D —B I T 2 を生成 して、ゲ一 卜ドライバ制御信号生成部

2 5 d に供給する。第 1 エン ドビットE N D —B I T 1 は、シフ 卜レジスタ

3 a の最終段の出力をさらにダミーのシフ 卜レジスタにより所定段シフ 卜

させたものであり、第 2 エン ドビットE N D _ B I T 2 は、第 1 エン ドビッ

卜E N D _ B I T をさらに上記ダミーのシフ 卜レジスタにより 1段だけシ

フ 卜させたものである。

[0045] ゲ一 卜ドラィバ制御信号生成部 2 5 d は、第 1 エン ドビットE N D _ B I

T 、第 2 ェン ドビットE N D —B I T 2 、モ一 ド信号M O D E、全クリァ

信号A C しから、ゲ一 卜クロック 〇べ1 ' 〇べ2 、ゲ一 卜スター ト

ノりレスG S P、および、ゲ一 卜イネ一プル信号G E N を生成 して、ゲ一 卜ド

ライバ 2 4 へ供給する。

[0046] コモン極性制御信号生成部 2 5 e は、シリアルチップセレク ト信号 S C S



、および、発振回路 2 1 e から出力される発振回路出力信号O C O U T に基

づいて、コモン電極の電圧の極性を指示するコモン極性制御信号V C O M R

を生成 して、 V c o m ドライバ 2 6 へ供給する。コモン極性制御信号生成部

2 5 e の具体的な構成は後述する。

[0047] バイナリドライバ 2 3 のシフ トレジスタ2 3 a は、タイミングジエネレー

タ2 5 のソーススター 卜パルス生成部 2 5 b から入力されるソーススター ト

パルスS S P と、タイミングジェネレータ2 5 のシリアル一パラレル変換部

5 a から入力されるイニシャル信号 I N I とソースクロックS C K および

S C K B から、各段 S Rの出力を生成する。データラッチ 2 3 b は 1 s t ラ

ツチ回路 2 3 c と全クリァ回路 2 3 d とを備えている。 1 s t ラッチ回路 2

3 c は、シフ トレジスタ2 3 a の各段 S Rの出力タイミングで、タイミング

ジェネレータ2 5 のシリアル一パラレル変換部 2 5 a から入力されるデータ

D R D G D B を順次ラッチ して、対応するソースラインS L ( R G B の

それぞれについてS L 1 ~ S L 9 6 ) に出力する。全クリア回路 2 3 d は、

シリアルデータS I のフラグD 2 がH i g h である場合に、タイミングジェ

ネレ一タ2 5 のシリアル一パラレル変換部 2 5 a からァクティプな全クリァ

信号A C L が入力されると、全てのソースラインS L に白表示データを出力

する。

[0048] ゲ一 卜ドライバ 2 4 は、シフ トレジスタ2 4 a と、複数のバッファ2 4 b

および反転バッファ2 4 c とを備えている。シフ トレジスタ2 4 a は、タイ

ミングジエネレ一タ2 5 のゲ一 卜ドラィバ制御信号生成部 2 5 d から出力さ

れた、ゲ一 卜クロックG C K 1 B G C K 2 B、ゲ一 卜スター 卜パルスG S

P、および、ゲ一 卜イネ一プル信号G E N と、シリアル—パラレル変換部 2

5 a から入力されるイニシャル信号 I N I とから、各段 S Rの出力を生成す

る。ノくッファ2 4 b と反転バッファ2 4 c とは 1 つずつ対として画素行ごと

に設けられている。 1対のバッファ2 4 b と反転バッファ2 4 c との各入力

はシフ 卜レジスタ2 4 a の対応する段のS Rの出力に接続されており、バッ

ファ2 4 b の出力は対応するゲ一 トラインG L ( G L ~ G L 6 0 ) に、反



転バ ッファ2 4 c の出力は対応するゲ一 トラインG L B ( G L B ~ G L B

6 0 ) に、それぞれ接続 されている。

[0049] ソ 〇 0 ドラィバ 2 6 は、 タイミングジェネ レータ 2 5 のコモン極性制御

信号生成部 2 5 e か ら入力されるコモン極性制御信号 V C O M R と、電源 V

D D V S S とに基づいて、 コモン出力 V c o m、黒極性用出力 V A 、およ

び、 白極性用出力 V B を生成 して、黒極性用出力 V A および白極性用出力 V

B をァクテ ィプエ リア 2 2 に供給すると共に、 コモン出力 V c o m は対向基

板 2 7 の対向電極 に供給 される。

[0050] 次 に、図 7 に、シ リアル —パラ レル変換部 2 5 a の詳細な構成例 を示す。

[0051 ] シ リアルデータS I は、縦続 に接続 された D フ リツプフロップ4 1 4 2

4 3 を順 に通され、 3 段 目の D フ リップフロップ4 3 の出力 S 2 が D フ リ

ップフロップ4 4 を通されるとモ一 ド信号M O D E が取 り出され、初段の D

フ リップフロップ4 の出力 S 0 が D フ リップフロップ4 6 を通されると全

ク リア信号 A C L が取 り出される。 また、画像データが R G B の順 に時系列

に並んでいるとすると、出力 S 2 が D フ リップフロップ4 7 を通されるとデ

—タ D R が取 り出され、出力 S が D フ リップフロップ4 8 を通されるとデ

—タ D G が取 り出され、出力 S 0 が D フ リップフロップ4 9 を通されるとデ

—タ D B が取 り出される。

[0052] ここで、 D フ リップフロップ4 1 4 2 4 3 の H i g h アクテ ィブのク

口ック端子 C K にはシ リアル クロックS C L K が入力され、 D フ リツプフ口

ップ4 4 4 6 の L o w ァクテ ィプのクロック端子 C K には 2 入力の N 0 R

ゲ一 卜5 5 の出力 D E N が入力され、 D フ リップフロップ4 7 4 8 4 9

の L o w ァクテ ィプのクロック端子 C K には D フ リップフ口ップ 5 の出力

A が入力される。

[0053] N 0 R ゲ一 卜5 5 の一方の入力は D フ リツプフロップ 5 3 の出力に接続 さ

れてお り、他方の入力は 2 入力の N A N D ゲ一 卜5 4 の出力 C に接続 されて

いる。 D フ リップフロップ 5 3 の入力は電源 V D D に接続 されてお り、 L o

w ァクテ ィプのクロック端子 C K は D フ リップフロップ 5 2 の出力 B に接続



されている。 N A N Dゲ一 卜5 4 の一方の入力は出力 B に接続されており、

他方の入力は出力A に接続されている。 D フリップフロップ5 1 の入力は出

力C に接続されている。 D フリップフロップ5 2 の入力は出力A に接続され

ている。 D フリップフロップ5 1 5 2 の L o w ァクティプのクロック端子

C K にはシリアルクロックS C L K が入力される。

[0054] また、ソースクロックS C K B は、 D フリップフロップ5 6 の出力をイン

バ一タ 5 7 を通 して得 られ、ソースクロックS C K は、インバ一タ 5 7 の出

カをィンバ一タ 5 8 を通 して得 られる。 D フリップフロップ5 6 の入力はィ

ンバ一タ 5 7 の出力に接続されており、 H i g h アクティブのクロック端子

C K は出力 B に接続されている。

[0055] 上記各 D フリップフロップにおいて、 H ί g h アクティブのクロック端子

C K ではポジティプェッジ 卜リガが行われ、 L o w アクティブのクロック端

子C K では、ネガティプェッジ 卜リガが行われる。

[0056] また、 D フリップフロップ4 1 ~ 5 3 5 6 の リセット端子 Rには、シリ

アルチップセレク 卜信号 S C S がィンバ一タ 5 9 を介 して入力される。ィニ

シャル信号 I N I はシリアルチップセレク ト信号 S C S がインバ一タ 5 9 に

より論理反転された信号である。

[0057] 図 1 2 のタイミングチヤ一 卜に、シリアルクロックS C L K、出力A Β

C、および、ソースクロックS C K S C K B、および、出力D E Nの波

形を示す。

[0058] 次に、図 8 に、 E N D —B I T 保持部 2 5 c の詳細な構成例を示す。

[0059] まず、バイナリドライバ 2 3 のシフ トレジスタ2 3 a は、単位回路 S Rが

縦続に接続された構成である。各単位回路 S Rは、セットリセットフリップ

フロップ回路と、クロック制御回路とを含んで構成されている。また、各単

位回路 S Rのクロック端子C K にはソースクロックS C K、 3 〇べ が 1段

毎に交互に入力されると共に、イニシャル信号 I N I が各単位回路 S Rの I

N I 端子に入力される。

[0060] ここでは、最後の 2 つの （9 5 段目および 9 6 段目の）単位回路 S R ( B



9 5 - B 9 6 ) が図示されてお り、 9 5 段 目の単位回路 S R ( B 9 5 ) のセ

ッ 卜入力端子 S には前段 （9 4 段 目）の単位回路 S R ( B 9 4 ) の出力 Q が

入力される。

[0061 ] E N D - B I T 保持部 2 5 c もシフ トレジスタ 2 3 a の最終段 に続いて同

じ縦続接続関係 により、 ダミーの単位回路 S R ( D M Y - D M Y 2 - D M

Y 3 D M Y 4 ) が順 に接続 されている。各単位回路 S R ( D M Y 1 D M

Y 2 D M Y 3 D M Y 4 ) は、バイナ リ ドライバ 2 3 の上記単位回路 S R

と同一の構成である。なお、各単位回路 S R ( D M Y 1 - D M Y 2 - D M Y

3 D M Y 4 ) の リセ ッ 卜入力端子 R には、次段の出力 Q が リセ ッ 卜信号 と

して入力されるが、最終段の単位回路 S R ( D M Y 4 ) については、 自段の

出力 Q が 2 つのインバ一タにより遅延された信号が、 リセ ッ 卜信号 と して入

力される。

[0062] 上記構成 において、単位回路 S R ( D M Y 2 ) の出力 Q が第 1 エン ドビッ

卜E N D _ B I T 1 、単位回路 S R ( D M Y 3 ) の出力 Q が第 2 ェン ドビッ

卜E N D — B I T 2 と して得 られる。

[0063] 次 に、図 9 に、 ソーススター トパルス生成部 2 5 b の詳細な構成例 を示す

[0064] 2 入力の N 0 R ゲ一 卜6 における一方の L o w ァクテ ィプの入力にモ一

ド信号M O D E が入力され、他方の H i g h アクテ ィブな入力に第 2 エン ド

ビッ トE N D _ B I T 2 が入力される。 N 0 R ゲ一 卜6 の出力は D ラッチ

6 2 に入力され、 D ラッチ 6 2 の出力は D ラッチ 6 3 に入力される。 D ラッ

チ 6 2 のィネ一プル端子 E N および D ラッチ 6 3 のィネ一プル端子 E N B に

はシ リアル 一パラ レル変換部 2 5 a で生成 したソースクロックS C K B が、

D ラッチ 6 2 のイネ一プル端子 E N B および D ラッチ 6 3 のイネ一プル端子

E N にはシ リアル 一パラ レル変換部 2 5 a で生成 したソースクロックS C K

が、それぞれ入力される。 D ラッチ 6 2 の出力 とD ラッチ 6 3 の出力 とは 2

入力の N O R ゲ一 卜6 4 に入力される。 N O R ゲ一 卜6 4 の出力 とモ一 ド信

号M O D E とは 2 入力の N A N D ゲ一 卜6 5 に入力される。 N A N D ゲ一 卜



6 5 の出力がィンバ一タ6 6 に入力され、ィンバ一タ6 6 の出力がソースス

タ一 卜パルスS S P となる。

[0065] 次に、図 1 0 に、ゲ一 卜ドライバ制御信号生成部 2 5 d の詳細な構成例を

示す。

[0066] D フリップフロップ7 1 の H ί g h ァクティプのクロック端子C K とL o

w アクティブのクロック端子C K B に第 1 エン ドビッ卜E N D —B I T 1 が

入力される。 D フリップフロップ7 の出力はD フリップフロップ7 2 に入

力される。 D フリツプフロップ7 2 の L o w ァクティプのクロック端子C K

とH i g h アクティブのクロック端子C K B とに第 2 エン ドビットE N D —

B I T 2 が入力される。 D フリップフロップ7 2 の出力はィンバ一タ8 9 に

入力され、ィンバ一タ8 9 の出力がD フリップフロップ7 の入力となる。

また、 D フリップフロップ7 1 7 2 の各出力は、それぞれ 2 入力のN A N

Dゲ一 卜7 3 および 2 入力のN O Rゲ一 卜7 6 の両入力となる。 N A N Dゲ

— 卜7 3 の出力および全クリァ信号A C L がインバ一タ9 0 により論理反転

された信号は、 2 入力のN A N Dゲ一 卜7 4 に入力される。 N A N Dゲ一 卜

7 4 の出力とイニシャル信号 I N I がインバ一タ9 により論理反転された

信号とは 2 入力のN A N Dゲ一 卜7 5 に入力される。 N A N Dゲ一 卜7 5 の

出力はィンバ一タ9 2 に入力され、ィンバ一タ9 2 の出力がゲ一 卜クロック

G C K 2 B となる。

[0067] また、 N 0 Rゲ一 卜7 6 の出力とモー ド信号M O D E とは 2 入力のN A N

Dゲ一 卜7 7 に入力される。 N A N Dゲ一 卜7 7 の出力と全クリア信号A C

L がィンバ一タ9 0 により論理反転された信号とは 2 入力のN A N Dゲ一 卜

7 8 に入力される。 N A N Dゲ一 卜7 8 の出力とイニシャル信号 I N I がィ

ンバ一タ9 により論理反転された信号とは 2 入力のN A N Dゲ一 卜7 9 に

入力される。 N A N Dゲ一 卜7 9 の出力はインバ一タ9 3 に入力され、イン

バ一タ9 3 の出力がゲ一 卜クロックG C K 1 B となる。

[0068] また、モー ド信号M O D E はD ラッチ 8 0 に入力される。 D ラッチ 8 0 の

ィネ一プル端子 E N E N B には第 1 エン ドビットE N D —B I T 1 が入力



される。 D ラッチ 8 0 の出力は 2 入力の N 0 R ゲ一 卜8 1 の H i g h ァクテ

ィプの入力 とな り、モ一 ド信号M O D E は N 0 R ゲ一 卜8 1 の L o w ァクテ

ィプの入力 となる。 N 0 R ゲ一 卜8 1 の出力 と全 ク リァ信号 A C L とは 2 入

力の N O R ゲ一 卜8 2 に入力される。 N O R ゲ一 卜8 2 の出力 とイニシャル

信号 I N I とは 2 入力の N 0 R ゲ一 卜8 3 に入力される。 N 0 R ゲ一 卜8 3

の出力はゲ一 卜スター 卜パルスG S P となる。

[0069] N A N D ゲ一 卜7 3 の出力は、インバ一タ 9 4 に入力される。インバ一タ

9 4 の出力および N 0 R ゲ一 卜7 6 の出力は、 N 0 R ゲ一 卜9 5 に入力され

る。 N 0 R ゲ一 卜9 5 の出力 と全 ク リァ信号 A C L とは 2 入力の N 0 R ゲ一

卜8 7 に入力される。 N O R ゲ一 卜8 7 の出力 とイニシャル信号 I N I とは

N O R ゲ一 卜8 8 に入力される。 N O R ゲ一 卜8 8 の出力はゲ一 卜イネ一プ

ル信号 G E N となる。

[0070] D フ リップフロップ 7 1 7 2 および D ラッチ 8 0 のイニシャル端子 I N

I にはイニシャル信号 I N I が入力される。 D フ リップフロップ 7 はポジ

テ ィプェ ッジ 卜リガ型であ り、 D フ リップフロップ 7 2 はネガテ ィプェ ッジ

卜リガ型である。

[0071 ] 図 1 3 のタイミングチヤ一 卜に、ゲ一 卜クロックG C K 1 B G C K 2 B

、ゲ一 卜イネ一プル信号 G E N、および、ゲ一 トライン出力 G L ( G L

G L 2 ) の波形 を示す。シフ ト1 は、最初のゲ一 トライン出力 G L 1 に対応

するデータ D R D G D B がソースラインS L に出力されている期間を示

し、シフ ト2 は、 2 番 目のゲ一 トライン出力 G L 2 に対応するデータ D R

D G - D B がソースラインS L に出力されている期間を示 している。水平表

示期間の最後 にゲ一 卜イネ一プル信号 G E N を用いて画素メモ リ3 0 に一斉

に画像データを書 き込むので、データ D R D G D B がソースラインS L

に順次出力されている期間にソースラインS L の電位 に乱れが生 じても、画

素メモ リ3 0 への記憶 に影響が及びに くい。

[0072] (実施例 1 )

次 に、 コモン極性制御信号生成部 2 5 e の具体的な構成 について説明する



[0073] 図 1 4 は、実施例 1 に係るコモン極性制御信号生成部 2 5 e の構成を示す

回路図であり、図 1 5 は、コモン極性制御信号生成部 2 5 e に入出力される

信号のタイミングチヤ一 卜である。コモン極性制御信号生成部 2 5 e は、 D

フリップフロップ2 5 1 e 、および、ラッチ回路 2 5 2 e を備えている。図

6 にはD フリップフロップ2 5 e の回路構成を示 し、図 1 7 にはラッチ

回路 2 5 2 e の回路構成を示 している。

[0074] D フリップフロップ2 5 1 e は、図 1 6 に示すように、クロック ドィンバ

—タ回路、および、インバ一タ回路で構成されており、C K 1 の立ち上がり

エッジで入力D 1 がラッチされ、入力D 1 に応 じた出力が、出力端子Q 1 お

よび出力端子Q B から出力される。

[0075] D フリップフロップの出力Q B 1 は入力 D 1 に接続されている。出力Q 1

は、クロック端子C K に入力される発振回路出力信号O C O U T の立ち上

がりのタイミングで変化する。

[0076] ラッチ回路 2 5 2 e は、図 1 7 に示すように、クロック ドインバ一タ回路

、および、インバ一タ回路で構成されており、クロックC K 2 の L o w 期間

に入力D 2 と同 じ論理が出力端子Q 2 に出力され、クロックC K 2 の H i g

h 期間に、クロックC K 2 の立ち上がりエッジの入力D 2 を保持 し、出力端

子Q 2 から出力する。

[0077] D フリップフロップ2 5 1 e の出力Q 1 は、ラッチ回路 2 5 2 e の入力 D

2 に接続され、さらに、シリアルチップセレク ト信号 S C S が、ラッチ回路

2 5 2 e のクロックC K 2 として入力される。ラッチ回路 2 5 2 e は、シリ

アルチップセレク 卜信号 S C S がH i g h 期間のとき、シリアルチップセレ

ク 卜信号 S C S の立ち上がりエッジの入力D 2 を保持 して出力を変化させな

いため、シリアルチップセレク ト信号 S C S がH i g h 期間に、ラッチ回路

2 5 2 e の入力 D 2 に変化があっても、ラッチ回路 2 5 2 e の出力Q 2 は変

化 しない。シリアルチップセレク ト信号 S C S の立ち下りエッジに、入力D

2 の変化が出力Q 2 に反映される。



[0078] ラッチ回路 2 5 2 e の出力Q 2 は、コモン極性制御信号 V C 0 M R として

、 V c o m ドライバ 2 6 に入力される。

[0079] 以上のように、 D フリップフロップ2 5 1 e の出力Q 1 は、発振回路出力

信号O C O U T の立ち上がりエッジで反転 し、ラッチ回路 2 5 2 e の入力端

子 D 2 へ入力される。また、シリアルチップセレクト信号 S C S がラッチ回

路 2 5 2 e のC K 2 端子へ入力されるため、ラッチ回路 2 5 2 e の出力Q 2

は、シリアルチップセレク卜信号 S C S の L o w 期間では発振回路出力信号

0 C 0 U T の立ち上がりェッジで反転 し、シリアルチップセレクト信号 S C

S のH i g h 期間では反転 しない。このように生成された出力Q 2 がコモン

極性制御信号 V C O M R として、 V c o m ドライバ 2 6 に入力され、 V c o

m ドライバ 2 6 から、コモン極性制御信号 V C O M Rの反転タイミングに対

応 したコモン出力V c o mが出力される。

[0080] すなわち、図 1 5 に示すように、シリアルチップセレクト信号 S C S がH

1 g h 期間のときは、コモン反転が起きないように制御することができる。

なお、シリアルチップセレクト信号 S C S は、シリアルデータの受付可否を

決定するイネ一プル信号であるとともに、対向電極 （コモン電極）の電圧の

極性を反転することを禁止 （または許可）する期間を示すタイミング信号で

ある。

[0081 ] 図 1 1 に、 V c o m ドライバ 2 6 の詳細な構成を示す。

[0082] 上記のとおりコモン極性制御信号生成部 2 5 e において生成されたコモン

極性制御信号 V C 0 M Rがバッファを通 して、それぞれC 接点相当のスイツ

チS W 1 S W 2 S W 3 の制御信号として入力される。スィッチS W 1

S W 2 S W 3 は、順にコモン出力V c o m、黒極性用出力V A 、白極性用

出力V B の電圧を出力するスィツチである。コモン極性制御信号 V C O M R

がH ί g h とL o w とで切り替わる度に、スィツチS W 1 S W 2 S W 3

は、順に電源 V D D V S S V D D の組み合わせと、電源 V S S V D D

V S S の組み合わせとの間で切り替わるように電源を選択する。

[0083] これにより、 V c o m ドライバ 2 6 から図 1 5 に示すコモン出力V c o m



が出力され、対向基板 2 7 に設けられる対向電極 （コモン電極）に供給され

る。

[0084] 以上に述べたように、本実施の形態の表示装置は、画像データがシリアル

データに含められてシリアル伝送によって表示 ドライバに供給されるァクテ

イブマ トリクス型の表示装置であって、上記表示 ドライバは、上記シリアル

伝送に用いられる、上記シリアルデータとは異なる配線によって伝送される

シリアルク口ックのタイミングを用いて、上記シリアルデータからダミーデ

—タH D M Y と上記画像デ一夕とを取り出し、上記シリアルクロックのタイ

ミングを用いて、上記表示 ドライバが備えるデータ信号線 ドライバのシフ 卜

レジスタを動作させるクロック信号としてのタイミング信号を生成 し、ダミ

—データH D M Y および上記シフ 卜レジスタを動作させるクロック信号とし

てのタイミング信号から、 1 フレーム期間の最初の水平期間のタイミング信

号を生成 して、上記データ信号線 ドライバのシフ トレジスタに入力 し、次の

水平期間が存在する場合には、上記データ信号線 ドライバのシフ 卜レジスタ

で 1水平表示期間分シフ 卜された信号を基に上記次の水平期間のタイミング

信号を生成 して、上記データ信号線 ドライバのシフ トレジスタに入力 し、上

記データ信号線 ドライバのシフ 卜レジスタで 1水平表示期間分シフ 卜された

信号を基に、上記表示 ドライバが備える走査信号線 ドライバのシフ 卜レジス

夕に入力するタイミング信号を生成 し、各上記水平期間のタイミング信号と

、上記走査信号線 ドライバから出力される走査信号とを用いて、上記画像デ

一夕を画素に書き込む。

[0085] 上記の構成によれば、表示 ドライバは、シリアル伝送されたシリアルデ一

夕から、シリアルク口ックのタイミングを用いてダミーデータH D M Y と画

像データとを取り出す。そして、ダミーデータH D M Y から 1 フレーム期間

の最初の水平期間のタイミング信号を生成 して、データ信号線 ドライバのシ

フ 卜レジスタに入力 し、 2 番目以降の水平期間についてはデータ信号線 ドラ

ィバのシフ 卜レジスタで 1水平表示期間分シフ 卜された信号を基に次の水平

期間のタイミング信号を順次生成 していく。



[0086] 従って、表示 ドライバは、シリアル伝送による直接制御によって画像デ一

タを画素に書き込むためのタイミング信号を生成することができる。

[0087] また、以上に述べたように、本実施の形態の表示装置は、画像データがシ

リアルデータに含められてシリアル伝送によって表示 ドライバに供給される

アクティブマ トリクス型の表示装置であって、上記シリアルデータとは異な

る配線によって伝送される発振回路の出力O C O U T 、および、シリアルチ

ップセレク卜信号 S C S を用いて、コモン電極の極性を制御する。

[0088] 上記の構成によれば、シリアルデータの伝送とは個別にコモン電極の極性

制御 （反転）を行うことができるため、データ更新動作をしない表示モー ド

において、コモン反転 （対向反転）のためにシリアルデータを伝送する必要

がない。すなわち、コモン反転のためにC P U 2 1 d を動作させる必要がな

いため、消費電力が増大することがない。また、シリアルチップセレクト信

号 S C S を用いることにより、コモン反転のタイミングと、表示パネルへの

画像デ一タ書き込み期間とを重ならないように調整することができる。これ

により、コモン反転に伴う電源ノイズの影響による誤動作を防止することが

できる。

[0089] 以上により、消費電力を増大させることなく誤動作を防止してコモン反転

駆動を行うことのできる表示装置を実現することができるという効果を奏す

る。

[0090] (実施例 2 )

次に、実施例 2 に係るコモン極性制御部 2 5 f の具体的な構成について説

明する。

[0091 ] ここで、パネル解像度が小さい場合は、図 1 8 に示すように、データ書き

換え時間が短いため、コモン反転すべき周期よりもS C S 信号のH i g h 期

間 （アクティブ期間）の方が短くなる。そのため、実施例 1 のように、 S C

S 信号を使用してコモン反転タイミングを制御することで、上述の効果が得

ることができる。

[0092] —方、パネル解像度が大きい場合は、図 1 9 に示すように、データ書き換



え時間が長いため、コモン反転すべき周期よりもシリアルチップセレク 卜信

号 S C S のH i g h 期間 （アクティブ期間）の方が長 くなる。そのため、実

施例 1 の構成では、図 1 9 の （a ) に示すように、コモン反転が適切に行わ

れないという問題が生 じる。

[0093] そこで、実施例 2 に係るコモン極性制御部 2 5 f では、シリアルチップセ

レク 卜信号 S C S よりも周波数の小さいパネル内部信号を用いて、コモン反

転タイミングを制御する。

[0094] 図 2 0 は、実施例 2 に係るコモン極性制御部 2 5 f の構成を示す回路図で

あり、図 2 1 は、コモン極性制御部 2 5 f に入出力される信号のタイミング

チヤ一 卜である。コモン極性制御部 2 5 f は、 D フリップフロップ2 5 1 f

、および、ラッチ回路 2 5 2 f を備えている。 D フリップフロップ2 5 1 f

は、実施例 1 のD フリップフロップ2 5 1 e (図 1 6 ) と同 じ回路構成であ

り、ラッチ回路 2 5 2 f は、実施例 1 のラッチ回路 2 5 2 e (図 1 7 ) と同

じ回路構成である。

[0095] 実施例 2 のコモン極性制御部 2 5 f は、ラッチ回路 2 5 2 f のクロック端

子C K 2 に入力される信号が、実施例 1 のコモン極性制御信号生成部 2 5 e

と異なっている。以下では、実施例 1 のコモン極性制御信号生成部 2 5 e と

の相違点を中心に説明する。

[0096] コモン極性制御部 2 5 f では、図 2 0 に示すように、シリアルチップセレ

ク 卜信号 S C S がインバ一タ回路に入力され、インバ一タ回路の出力と水平

帰線期間を示すパネル内部信号とがN 0 R回路に入力され、 N 0 R回路の出

力がラッチ回路 2 5 2 f のクロック端子C K 2 に入力される。

[0097] ここで水平帰線期間を示すパネル内部信号について説明する。図 2 に示す

ように、シリアルチップセレク 卜信号 S C S がH i g h の期間 （t w S C S

H ；アクティブ期間）は、モー ド選択期間、水平表示期間、および水平帰線

期間で構成されている。上記パネル内部信号は、図 2 1 に示すように、シリ

アルチップセレク ト信号 S C S のァクティプ期間における水平帰線期間の開

始および終了タイミングを示す信号である。



[0098] 上記パネル内部信号とシリアルチップセレク 卜信号 S C S の逆相の信号と

が、 N 0 R回路に入力されると、 N 0 R回路から図 2 1 に示すN 0 R回路出

力信号が出力される。そして、 N O R回路出力信号がラッチ回路 2 5 2 f の

クロック端子C K 2 に入力されると、ラッチ回路 2 5 2 千から、図 2 1 に示

すコモン極性制御信号V C O M Rが出力される。コモン極性制御信号V C 0

M RはV c o m ドライバ 2 6 (図 1 および図 1 1 ) に入力され、 V c o m ド

ライバ 2 6 からコモン出力V c o mが出力される。

[0099] 本実施例の構成によれば、シリアルチップセレク ト信号 S C S がH i g h

期間のうち、コモン反転のノイズによる誤動作が発生 しない期間に対応する

タイミング信号 （上記例では、水平帰線期間を示すパネル内部信号）を使用

して、コモン反転タイミングを制御すると共に、シリアルチップセレク ト信

号 S C S が L o w 期間においては、従来と同様にタイミング制御をしないで

コモン反転制御を行うことができる。

[01 00] また、上記パネル内部信号を使用することにより、コモン反転タイミング

制御を行う信号の周波数をコモン反転周期よりも速めることができるため、

コモン反転動作を確実に行うことが可能となる。

[01 0 1 ] このように、水平帰線期間を示すパネル内部信号は、コモン電極の電圧の

極性を反転することを禁止する期間中であってもコモン電極の電圧の極性を

反転することが可能となるタイミング信号 （反転可能タイミング信号）であ

る。

[01 02] なお、水平帰線期間は、高速な周波数でのデータ取り込み動作やフラグ取

り込み動作が行われないため、ノイズが発生 した場合でも、ノイズによる誤

動作の発生を確実に防ぐことができる。

[01 03] 以上より、本実施例の構成によれば、実施例 1 と同様の効果を得 られると

共に、さらにコモン反転を確実に行うことが可能となる。

[01 04] (実施例 3 )

次に、実施例 3 に係るコモン極性制御部 2 5 g の具体的な構成について説

明する。



[01 05] 実施例 3 に係 るコモン極性制御部 2 5 g では、実施例 2 に係 るコモン極性

制御部 2 5 f における水平帰線期間を示すタイミング信号が、 C P U 2 1 d

で生成 されて入力される構成である。

[01 06] 図 2 2 は、実施例 3 に係 るコモ ン極性制御部 2 5 g の構成 を示す回路図で

あ り、図 2 3 は、 コモン極性制御部 2 5 g に入出力される信号のタイミング

チヤ一 卜である。 コモ ン極性制御部 2 5 g は、 D フ リップフロップ 2 5 1 g

、 および、 ラッチ回路 2 5 2 g を備 えている。 D フ リップフロップ 2 5 1 g

は、実施例 1 の D フ リップフロップ 2 5 1 e (図 1 6 ) と同 じ回路構成であ

り、 ラッチ回路 2 5 2 g は、実施例 1 のラッチ回路 2 5 2 e (図 1 7 ) と同

じ回路構成である。 また、 コモン極性制御部 2 5 g は、実施例 2 に係 るコモ

ン極性制御部 2 5 f と同 じ構成である。

[01 07] 実施例 3 の コモン極性制御部 2 5 g は、 ラッチ回路 2 5 2 g の クロック端

子 C K 2 に入力される信号が、実施例 2 の コモ ン極性制御部 2 5 f と異 な つ

ている。以下では、実施例 2 の コモン極性制御部 2 5 f との相違点を中心 に

説明する。

[01 08] コモ ン極性制御部 2 5 g では、図 2 2 に示すように、 シ リアルチ ップセ レ

ク 卜信号 S C S がインバ一タ回路 に入力され、 インバ一タ回路の出力 と水平

帰線期間を示す C P U 出力信号 とが N 0 R 回路 に入力され、 N O R 回路の出

力がラッチ回路 2 5 2 g の クロック端子 C K 2 に入力される。

[01 09] これ によ り、実施例 2 と同様の効果 を得 ることがで きる。 また、本実施例

3 の構成 によれば、 シ リアルチ ップセ レク 卜信号 S C S が H i g h 期 間の う

ちデータ転送 を行 っていない期間を、 C P U 2 1 d で直接指定することがで

きるため制御が容易になるという効果 も得 られる。

[01 10] (変形例）

上記の構成では、 ダミーデータ H D M Y N D M 丫、 フラグ D 2 を 1 フ レ

—厶の先頭 に配置 したが、 これに限 らず、 タイミングジェネ レータ 2 5 への

指示 を行いたい任意のタイミングに各 フラグを配置することが可能である。

[01 11] また、上記構成では、 フラグで制御 を行 うのは A C L 動作のみであるが、



他の機能の追加 も可能であると共 に、ゲ一 トラインゃ ソースラインをァ ドレ

ス指定 し、データを書 き込むような構成 とすることも可能である。

[01 12] また、上記の構成では、各種 タイミング信号 を生成するのにシ リアルチ ッ

プセ レク 卜信号 S C S を用いているが、例 えばシ リアル —パ ラ レル変換部 2

5 a が、常にシ リアルデータに対する受信のイネ一プル状態 にある構成であ

つてもよい。

[01 13] また、上記の構成ではアクテ ィブエ リア 2 2 が画素 メモ リ3 0 を備 える構

成 についての説明であ つたが、 これに限ることはな く、画素 メモ リを備 えて

いないァクテ ィプェ リァを有する表示装置 にも本発明が適用可能である。

[01 14] また、発振回路 2 e は、図 3 に示すように表示パネル 2 a の外部 に設

け られている構成 に限定されず、表示パネル 2 1 a の内部 に設 け られていて

も良い。図 2 4 は、発振回路 2 e を表示パネル 2 a の内部 に設 けた場合

の液晶表示装置 2 1 の構成 を模式的に示す図である。図 2 4 の構成では、発

振回路 2 e の出力信号 O C O U T は、表示パネル 2 a の内部で生成 され

る。表示 ドライバは、表示パネル 2 1 a の内部で生成 され、上記シ リアル伝

送 に用い られる配線 とは異なる配線 によって伝送 される発振回路 出力信号 0

C O U T 、 および、 シ リアルチ ップセ レク ト信号 S C S を用いて、 コモン電

極 の極性 を制御する。なお、 ここでの上記シ リアル伝送 に用い られる配線 と

は異なる配線 は、表示パネル 2 1 a の内部 に設 け られる配線である。

[01 15] 図 2 4 に示すように、本発明の表示装置は、画像データがシ リアルデータ

に含め られてシ リアル伝送 によって表示 ドライバ に供給 されるァクテ ィプマ

卜リクス型の表示装置であ って、上記表示 ドライバは、上記シ リアルデータ

に基づいた表示 を行 うとともに、表示パネルの内部で生成 される一定周期の

タィミング信号 と、 コモン電極 の電圧の極性 を反転することを禁止する期間

を示す少な くとも 1 つの反転禁止タイミング信号、あるいは、 コモン電極 の

電圧の極性 を反転することを許可する期間を示す少な くとも 1 つの反転許可

タイミング信号 と、 に基づいて決定された極性のコモン電極 の電圧 を供給す

ると共 に、上記一定周期のタイミング信号 と、上記反転禁止タイミング信号



あるいは上記反転許可 タイミング信号 とに基づいて、上記 コモン電極 の電圧

の極性の反転 タイミングを制御する構成 とすることもで きる。

[01 16 ] また、上記構成 においては、外部の発振回路 2 1 e の出力を使用 している

が、 これに限定されず、一定周期のタイミング信号であればよい。ただ し、

対向反転周期 に比べ周波数が非常に速い場合 には、分周回路等の回路規模が

増 え、使用が困難 になる場合 もある。

[01 17 ] ここで、一定周期のタイミング信号 とは、外部の発振回路 2 1 e の出力信

号 O C O U T に限定されず、例 えば、 C P U のシステムクロックや、電子機

器のセ ッ 卜内における表示装置 とは異なる他の回路部分 （表示装置以外の回

路領域）で使用される信号や これに基づいて生成 される信号が挙 げ られる。

[01 18 ] 上記のように、発振回路 2 e は表示装置の対向反転のために外部 に設 け

られているが、電子機器のセ ッ トには、表示装置以外 にも多 くの回路が搭載

されている。例 えば、時計機能制御するような回路部 においては、通常、時

間をカウン 卜するための一定周期の信号波形 を必要 と し、 その機能のために

発振回路等でクロック波形 を生成する。生成 されたクロック波形 は、 そのま

ま使用される場合 もあるが、必要 に応 じて回路 内で加工 され一定周期のタイ

ミング信号 と して使用することもで きる。対向反転 を目的 とせず、他の機能

の 目的のために生成 された一定周期の信号 をそのまま流用する構成 によれば

、表示装置用に発振回路 を設 ける必要がな くなるという効果 も得 られる。

[01 19 ] ( まとめ）

本発明の表示装置は、上記課題 を解決するために、

画像データがシ リアルデータに含め られてシ リアル伝送 によって表示 ドラ

ィバ に供給 されるァクテ ィプマ 卜リクス型の表示装置であ って、

上記表示 ドライバは、上記シ リアルデータに基づいた表示 を行 うとともに

、上記シ リアル伝送 に用い られる配線 とは異なる配線 によって伝送 される一

定周期のタイミング信号 と、 コモン電極 の電圧の極性 を反転することを禁止

または許可する期間を示す少な くとも 1 つの反転 タイミング信号 と、 に基づ

いて決定された極性のコモン電極 の電圧 を供給すると共 に、



上記一定周期のタイミング信号 と上記反転 タイミング信号 とに基づいて、

上記 コモン電極 の電圧の極性の反転 タイミングを制御することを特徴 とする

[ 0 120] 上記の構成 によれば、 シ リアルデータの伝送 とは個別 にコモン電極 の極性

制御 （反転）を行 うことがで きるため、データ更新動作 を しない表示モー ド

において、 コモン反転 （対向反転）のためにシ リアルデータを伝送する必要

がない。すなわち、 コモン反転のために C P U を動作 させる必要がないため

、消費電力が増大することがない。

[ 0 12 1 ] また、上記反転 タイミング信号 を用いることによ り、 コモン反転のタイミ

ングと、表示 / くネルへの画像デ一タ書 き込み期間 とを重な らないように調整

することがで きるため、 コモン反転 に伴 う電源 ノイズの影響 による誤動作 を

防止することがで きる。

[ 0 122] よって、消費電力を増大させることな く誤動作 を防止 してコモン反転駆動

を行 うことので きる表示装置 を実現することがで きる。

[ 0 123] 上記表示装置では、上記表示 ドライバは、上記シ リアルデータの書 き込み

期間に上記 コモン電極 の電圧の極性が反転 しないように、上記反転 タィミン

グを制御する構成 とすることもで きる。

[ 0 124] 上記表示装置では、

画素は上記表示 ドライバか ら供給 された上記画像データを記憶する画素 メ

モ リを備 えてお り、

上記画素 メモ リに上記画像データを記憶 させるときには、上記シ リアルデ

—夕に、上記画素 メモ リに記憶 させる上記画像データを含める構成 とするこ

ともで きる。

[ 0 125] 上記表示装置では、

上記反転 タイミング信号は、上記シ リアル伝送 に用い られる配線 によって

伝送 されるシ リアルチ ップセ レク 卜信号であ って、

上記 コモン電極 の電圧の極性 は、上記シ リアル伝送 に用い られる配線 とは

異なる配線 によって伝送 される一定周期のタイミング信号 と、上記シ リアル



チ ップセ レク 卜信号 とに基づいて、決定される構成 とすることもで きる。

[01 26] 上記表示装置では、

上記表示 ドライバが備 える表示のタイミング信号 を生成するタイミングジ

エネ レータが、 コモン電極 の電圧の極性 を制御するコモン極性制御信号 を生

成する コモ ン極性制御信号生成部 を備 えてお り、

上記 コモン極性制御信号生成部 は、上記シ リアル伝送 に用い られる配線 と

は異なる配線 によって伝送 される一定周期のタイミング信号 と、上記シ リア

ルチ ップセ レク 卜信号 とに基づいて、上記 コモン極性制御信号 を生成する構

成 とすることもで きる。

[01 27] なお、上記一定周期のタイミング信号は、発振回路の出力信号 とすること

もで きる。

[01 28] 上記表示装置では、

上記反転 タイミング信号は、上記シ リアル伝送 に用い られる配線 によって

伝送 されるシ リアルチ ップセ レク 卜信号 と、上記 コモン電極 の電圧の極性 を

反転することを禁止する期間中であ っても上記 コモン電極 の電圧の極性 を反

転することが可能 となる反転可能 タイミング信号 とを含み、

上記 コモン電極 の電圧の極性 は、上記一定周期のタイミング信号 と上記シ

リアルチ ップセ レク 卜信号 と上記反転可能 タイミング信号 とに基づいて、決

定される構成 とすることもで きる。

[01 29] 上記表示装置では、

上記表示 ドライバが備 える表示のタイミング信号 を生成するタイミングジ

エネ レー タが、 コモ ン電極 の電圧の極性 を制御するコモ ン極性制御信号 を生

成する コモ ン極性制御信号生成部 を備 えてお り、

上記 コモン極性制御信号生成部 は、上記一定周期のタイミング信号 と上記

シ リアルチ ップセ レク 卜信号 と上記反転可能 タィミング信号 とに基づいて、

上記 コモン極性制御信号 を生成する構成 とすることもで きる。

[01 30] なお、上記一定周期のタイミング信号は、発振回路の出力信号 とすること

もで きる。



[01 3 1 ] 上記表示装置では、上記反転可能 タイミング信号は、上記画像データにお

ける水平帰線期間を示す帰線 タイミング信号 とすることもで きる。

[01 32] 上記表示装置では、上記反転可能 タイミング信号は、表示パネルの内部あ

るいは C P U で生成 される構成 とすることもで きる。

[01 33] 上記表示装置では、画素内のアナ ログスィ ッチは C M O S 回路 によって作

成 される構成 とすることもで きる。

[01 34] 上記表示装置では、上記発振回路 は、表示パネル内に設 け られている構成

とすることもで きる。

[01 35] 上記表示装置では、上記表示 ドライバは、表示パネル にモノ リシ ックに作

り込 まれている構成 とすることもで きる。

[01 36] 本発明の電子機器は、上記表示装置 をデ ィスプ レイと して備 えていること

を特徴 とする。

[01 37] 本発明は上述 した各実施形態 に限定されるものではな く、請求項 に示 した

範囲で種 々の変更が可能であ り、 また、異なる実施形態 にそれぞれ開示 され

た技術的手段 を適宜組み合わせて得 られる実施形態 についても本発明の技術

的範囲に含 まれる。

産業上の利用可能性

[01 38] 本発明は、携帯電話、 G P S 機能付 き時計、電子 レンジな どの電子機器 に

好適 に使用することがで きる。

符号の説明

[01 39] 液晶表示装置 （表示装置）

d C P U

e 発振回路

2 3 バイナ リ ドラ

2 3 a シフ トレジスタ （データ信号線 ドライバのシフ トレジスタ

)

2 3 b データラッチ

2 4 ゲ一 ドラ



シフ トレジスタ （走査信号線 ドライバのシフ トレジスタ）

タイミングジェネ レータ

f 、 2 5 g コモ ン極性制御信号生成部

V c o m ドライ ノく

画素 メモ リ

フラグ

シ リァルインタフエースバス

シ リアルデ一タ

シ リアル クロック

シ リアルチ ップセ レク ト信号 （反転 タィミング信号）

ソースライン （データ信号線）

発振回路 出力信号

コモ ン極性制御信号

コモ ン出力 （コモ ン電極 の電圧）



請求の範囲

[ 請求項 1 ] 画像データがシ リアルデータに含め られてシ リアル伝送 によって表

示 ドライバ に供給 されるァクテ ィプマ 卜リクス型の表示装置であ って

上記表示 ドライバは、上記シ リアルデータに基づいた表示 を行 うと

ともに、上記シ リアル伝送 に用い られる配線 とは異なる配線 によって

伝送 される一定周期のタイミング信号 と、 コモン電極 の電圧の極性 を

反転することを禁止 または許可する期間を示す少な くとも 1 つの反転

タイミング信号 と、 に基づいて決定された極性のコモン電極 の電圧 を

供給すると共 に、

上記一定周期のタイミング信号 と上記反転 タイミング信号 とに基づ

いて、上記 コモン電極 の電圧の極性の反転 タイミングを制御すること

を特徴 とする表示装置。

[ 請求項 2 ] 上記表示 ドライバは、上記シ リアルデータの書 き込み期間に上記 コ

モン電極 の電圧の極性が反転 しないように、上記反転 タイミングを制

御することを特徴 とする請求項 1 に記載の表示装置。

[ 請求項 3 ] 画素は上記表示 ドライバか ら供給 された上記画像データを記憶する

画素 メモ リを備 えてお り、

上記画素 メモ リに上記画像データを記憶 させるときには、上記シ リ

アルデータに、上記画素 メモ リに記憶 させる上記画像データを含める

ことを特徴 とする請求項 1 または 2 に記載の表示装置。

[ 請求項 4 ] 上記反転 タィミング信号は、上記シ リアル伝送 に用い られる配線 に

よって伝送 されるシ リアルチ ップセ レク 卜信号であ って、

上記 コモン電極 の電圧の極性 は、上記シ リアル伝送 に用い られる配

線 とは異なる配線 によって伝送 される一定周期のタイミング信号 と、

上記シ リアルチ ップセ レク 卜信号 とに基づいて、決定されることを特

徴 とする請求項 1 ~ 3 の何れか 1 項 に記載の表示装置。

[ 請求項 5 ] 上記表示 ドライバが備 える表示のタイミング信号 を生成するタイミ



ン グジエネ レ一 タが、 コモ ン電極 の電圧の極性 を制御するコモ ン極性

制御信号 を生成するコモン極性制御信号生成部 を備 えてお り、

上記 コモン極性制御信号生成部 は、上記シ リアル伝送 に用い られる

配線 とは異なる配線 によって伝送 される一定周期のタイミング信号 と

、上記シ リアルチ ップセ レク ト信号 とに基づいて、上記 コモン極性制

御信号 を生成することを特徴 とする請求項 4 に記載の表示装置。

[ 請求項 6] 上記一定周期のタイミング信号は、発振回路の出力信号であること

を特徴 とする請求項 4 または 5 に記載の表示装置。

[ 請求項7] 上記反転 タィミング信号は、上記シ リアル伝送 に用い られる配線 に

よって伝送 されるシ リアルチ ップセ レク 卜信号 と、上記 コモン電極 の

電圧の極性 を反転することを禁止する期間中であ っても上記 コモン電

極 の電圧の極性 を反転することが可能 となる反転可能 タイミング信号

とを含み、

上記 コモン電極 の電圧の極性 は、上記一定周期のタイミング信号 と

上記シ リアルチ ップセ レク 卜信号 と上記反転可能 タィミング信号 とに

基づいて、決定されることを特徴 とする請求項 1 ~ 3 の何れか 1 項 に

記載の表示装置。

[ 請求項8] 上記表示 ドライバが備 える表示のタイミング信号 を生成するタイミ

ン グジエネ レ一 タが、 コモ ン電極 の電圧の極性 を制御するコモ ン極性

制御信号 を生成するコモン極性制御信号生成部 を備 えてお り、

上記 コモン極性制御信号生成部 は、上記一定周期のタイミング信号

と上記シ リアルチ ップセ レク 卜信号 と上記反転可能 タィミング信号 と

に基づいて、上記 コモン極性制御信号 を生成することを特徴 とする請

求項 7 に記載の表示装置。

[ 請求項 9 ] 上記一定周期のタイミング信号は、発振回路の出力信号であること

を特徴 とする請求項 7 または 8 に記載の表示装置。

[ 請求項 10 ] 上記反転可能 タイミング信号は、上記画像データにおける水平帰線

期間を示す帰線 タイミング信号であることを特徴 とする請求項 7 ~ 9



の何れか 1 項 に記載の表示装置。

[ 請求項 11] 上記反転可能 タイミング信号は、表示パネルの内部あるいは C P U

で生成 されることを特徴 とする請求項 7 ~ 1 0 の何れか 1 項 に記載の

表示装置。

[ 請求項 12 ] 画素内のアナ ログスィ ツチは C M O S 回路 によって作成 されている

ことを特徴 とする請求項 1 ~ 1 1 の何れか 1 項 に記載の表示装置。

[ 請求項 13 ] 上記発振回路 は、表示パネル内に設 け られていることを特徴 とする

請求項 6 または 9 に記載の表示装置。

[ 請求項 14] 上記表示 ドライバは、表示パネル にモノ リシ ックに作 り込 まれてい

ることを特徴 とする請求項 1 2 に記載の表示装置。

[ 請求項 15 ] 請求項 1 〜 1 4 の何れか 1 項 に記載の表示装置 をデ ィスプ レイと し

て備 えていることを特徴 とする電子機器。
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